
（別紙３）

～ 2024年12月20日

（対象者数） 18 （回答者数） 12

～ 2024年12月20日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

この療育内容はお子さんが主体的に行動ができる、自律した
心を育むための支援である。インクルーシブな視点より地域
と連携し、より良い将来に結びつけていく。

2

子どもたちが主体的に活動できる環境づくりは、対応する職
員のスキルアップにつながる。職員のスキル向上をしながら
子どもたちの支援に役立てる。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

学校側にお子さんの待機等について、少しでも時間に融通を
きかせていただければ、支援が必要なお子さんにつなげるこ
とができ大変助かる。

2

3

○事業所名 おりーぶおりーぶ厚生病院前

○保護者評価実施期間 2024年11月29日

○保護者評価有効回答数

2024年11月29日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2024年12月20日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

学校送迎の範囲が広げられない。 デイサービス希望者は多くいるが、学校の終了時間が同時刻な
ので送迎先が限定的となり、一部の学校の希望者しか対応でき
ない。

集団療育、個別療育の療育内容が多岐にわたっている。 子どもたちが大人になったときに必要なスキルや社会性を重視
し、集団・個別の両方について子どもたちの課題を楽しくチャ
レンジできるように工夫している。支援内容として、日常生活
スキルの獲得、挨拶等の社会性、勉強のフォロー、運動療育
（感覚統合等）、クッキング、手先を使う作業、遊びを通じた
コミュニケーション等、ドッグセラピー、リコーダー、外出支
援がある。

子どもたちが主体的に活動ができる。 概ねの活動内容のスケジュールはあるが、子どもたちと話し合
いながら、自分流の活動を支援している。

事業所における自己評価総括表公表


